
 

 令和２年度 姫路市予算のポイント  
1 予算の特徴   

・全会計を合わせた予算規模は過去最大、一般会計も過去最大 

・一般会計における義務的経費は過去最大、うち扶助費は 7年連続で過去最大を更新 

・投資的経費は 515億円 
 （元年度 2月補正予算及び公共工事の平準化に係る債務負担行為を加えると 573億円） 

・大型投資事業が集中するなかでも、3つの LIFE 「命」、「一生」、「くらし」を守り、支える 

施策に積極的に予算を配分、収支不足は前年度比 5億円増の 31億円 

 

2 重点分野 

① 救急医療・防災 ················· 未来のﾏﾏ・ﾊﾟﾊﾟ応援、母子健康支援ｾﾝﾀｰ、防災行政無線整備 

② 生きがい・福祉 ·················· フレイル予防・健康増進、介護人材確保 

③ 子育て・教育 ······················ 待機児童解消、学校トイレ洋式化、小学校タブレット PC整備 

④ 健康・生活基盤 ················· ひめじ創生の推進、若者の移住定住促進 

⑤ 観光・産業振興 ················· おもてなし観光、インバウンドの促進、スマート農業 

⑥ スポーツ・文化 ·················· 東京オリパラ、手柄山中央公園再整備、音楽のまち・ひめじ 

⑦ インフラ・社会基盤 ·········· 文化ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ整備、歩きたくなるまちなかづくり、浸水対策 

 

3 予算規模 

全会計合計 

4,042億円 （＋171億円、＋4.4％）・・・過去最大（2位＝㉘3,973億円） 

◆一般会計 

 2,335億円 （＋120億円、＋5.4％）・・・過去最大（2位＝①2,215億円） 

◆特別会計（7会計） 

 1,113億円 （＋23億円、＋2.0％） 

◆企業会計（3会計） 

 594億円 （＋28億円、＋5.0％） 

 

4 一般会計の概要 

【歳入】 

市税 

962億円（△4億円、△0.4％） 交付税原資化に伴う法人市民税法人税割の減 

地方交付税 

110億円（＋1億円、＋0.9％） 市税減等に伴う普通交付税の増 

地方消費税交付金 

121億円（＋21億円、＋21.2％） 消費税率引上げ分の交付による増  

国庫支出金 

398億円（＋11億円、＋2.8％） 道路・街路整備、保育等負担金の増等 

繰入金 

79億円（＋24億円、＋44.1％） ｲﾍﾞﾝﾄｿﾞｰﾝ整備に伴う 21 世紀都市創造基金の取崩し等  

市債 

354億円（＋75億円、＋26.8％） 防災行政無線、給食センター、学校・園整備等 



【歳出】 

経常的経費 1,820億円 （＋6億円、＋0.3％）、77.9％（△4.0ポイント） 

うち義務的経費 1,145 億円（＋17億円、＋1.5％）、49.0％（△1.9ポイント） 

 人件費 377億円 （＋19億円、＋5.2％） 

 扶助費  556億円 （＋3億円、＋0.5％） 

 公債費  212億円 （△5億円、△2.1％） 

投資的経費 515億円 （＋114億円、＋28.5％）、22.1％（＋4.0ポイント） 

 補助事業費 159億円 （＋12億円、＋8.2％） 

 単独事業費 356億円 （＋102億円、＋40.4％） 

 

5 特別会計の概要 

卸売市場事業  16億円 （△0億円、△0.4％） 

国民健康保険事業  548億円 （＋15億円、＋2.7％） 

介護保険事業  459億円 （＋4億円、＋1.0％） 

後期高齢者医療事業  81億円 （＋3億円、＋3.9％） 

 

6 企業会計の概要 

水道事業  186億円 （＋16億円、＋9.5％） 

都市開発整備事業  4億円 （△0億円、△14.9％） 

下水道事業  404億円 （＋12億円、＋3.3％） 

 

7 基金、地方債残高（令和 2 年度末見込） 

基金 568億円（△102億円、△15.2％） 

財政調整基金            112億円 （△31億円、△21.5％） 

21世紀都市創造基金      124億円 （△56億円、△30.9％） 

国民健康保険財政安定化基金 35億円 （△9億円、△20.1％） 

地方債 3,615億円（＋108億円、＋3.1％） 

一般会計  2,391億円 （＋156億円、＋7.0％） 

特別会計  40億円 （＋1億円、＋1.7％） 

企業会計  1,184億円 （△49億円、△3.9％） 

 

8 行財政改革への取組 

行財政改革プラン 2024 の推進 

インセンティブ予算（23 件） 

対象節減額 103百万円 → 新規事業への活用 96百万円 

家庭用蓄電池普及促進事業、大名行列再現事業など 

還元型インセンティブ予算（28件） 

対象効果額（節減、増収）43百万円 → 還元額（0.75～1.5倍）39百万円 

播磨地域の醸造文化に関する絵本作成、公園健康遊具設置など 

 

9 国補正予算への対応 

  学校施設整備  41.2億円（うちトイレ洋式化 13.6億円） 

公営住宅整備   7.1億円 

大塩駅周辺整備 2.9億円 


